
公表日： 2021 年 12 月 2 日 事業所名：こども支援センタースマイル サービス種類：（児童発達支援）

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペースの
十分な確保

活動に応じて机や椅子等ｇは随時片付けて、スペース
を確保するようにしており、活動に必要のないものにつ
いては収納しています。

はい９４％　どちらともいえない２％
いいえ２％　　　　未回答２％
体を動かして遊べる広さがあった。

今度も継続して、活動や課題の状況に応じて環境
を整えていきます。

2 職員の適切な配置

職員は、１０名の定員に対して必ず５名を配置するよう
にしています。また、言語聴覚士や作業療法士も確保し
ています。

はい９８％　わからない２％
言語療法士や作業療法士などが常に配置されて
いるとなお良い

今後も継続して、活動内容に応じた人員配置を行っ
ていきます。職員は、１０名の定員に対して必ず５
名を配置するようにしています。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、
情報伝達等に配慮した環境など障害の特性
に応じた設備整備

事業所内はバリアフリー化の構造になっています。子ど
もたちが視覚的に気になる物は外して、写真やイラスト
などで視覚的に分かりやすくしています。

はい９０％　どちらともいえない８％　わからない
２％　　トイレや洗面台もそれぞれの子どもたちに
合わせて使いやすいようになっている。また、自
立できるように工夫もされている。いつも清潔で
使いやすい

今後も安全面を配慮し、視覚を意識したわかりやす
い伝え方を心がけていきます

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に
合わせた生活空間の確保

毎日清掃し、活動に使うもの（椅子や机、玩具等）はア
ルコール消毒、また、２４時間換気を実施しています。
活動に最適な空間づくりを心がけています。

はい９８％　どちらとも２％
定期的に話し合うことが出来る。また親の希望や
家での様子等もきちんと聞き取ってくれている。
就学に向けての活動も実用的でとてもいいと思い
ます

今後も引き続き、清掃や消毒をこまめに実施し、冷
暖房利用時についても意識して換気を行います。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）への職員の積極的な参
画

開始前に申し送りと、終了後の振り返りを行い、業務に
おける注意事項などの確認をして、業務改善に努めて
います。

今後も継続し行っていきます。

2
第三者による外部評価を活用した業務改善
の実施

定期的に、外部の方による外部監査を実施しておりま
す。

引き続き、外部監査を実施し、業務改善に努めてい
きます

3
職員の資質の向上を行うための研修機会の
確保

スマイルの３事業所内でスタッフが順に実務研修を行
い、全体会議で研修内容の報告をして、資質向上に努
めています。また、外部の研修についてもお知らせを随
時職員に発信しています。

職員が様々な研修に参加できる体制を整え、職員
のスキルアップに繋げると共に、研修で得た知識内
容を職員間で共有したいと思います。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上での
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画の作成

今年度は、コロナウィルス感染予防のため、場合によっ
ては書面での聞き取りをさせて頂いています。現状の
把握と今後の課題について聞き取りをした後に、その
内容を踏まえた支援計画の作成に努めます

今後も継続してアセスメントを行い、保護者の方と
一緒に今後の課題や支援方針を検討していきま
す。

2
子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援又
は放課後等デイサービス計画の作成

支援計画作成後は、職員全体会議等で内容を共有し、
支援計画に基づいて支援を行っています。

個々の現状に合わせた個別活動と集団活動を組み
合わせて、個別支援計画を作成します。

3
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画における子どもの支援に必要な項
目の設定及び具体的な支援内容の記載

個別支援計画は、目標に対して具体的にどのように支
援を行っていくのかをわかりやすく記載するように心が
けています。

今後も引き続き、具体的に分かりやすい支援内容
を明記し、実際の支援に繋げていくようにします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用            　　　　　　　　                 (別添様式２)

はい９８％　　どちらともいえない２％
連絡帳に今日行った事等書いてあるのでわかり
やすいです。また、こちらから聞いてみたい事や
相談なども連絡帳でやり取りしてくれるところはと
てもありがたいと思います。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

4
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画に沿った適切な支援の実施

個別支援計画に基づいて支援を行い、一人一人の特
性や興味、取り組みの様子に合わせて支援方法を職員
間で話し合って実施するようにしています。

はい１００％　　一人一人に合わせた計画を立て
てくれている。

引き続き、支援計画の内容を職員間で共有し、支
援計画に基づて支援を行って行きます。

5 チーム全体での活動プログラムの立案
毎月活動や課題のテーマに沿ったプログラムを考え、
担当者を決めてチーム全体で活動内容の工夫に努め
ていきます。

引き続き、担当職員が中心となって、各活動の内容
をチーム全体でより良いポログラムになるように検
討していきます。

6
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やか
な支援

長期休暇ではコロナウィルス感染拡大の影響で外出活
動はできませんでしたが、それに代わる遊びやプログラ
ムを考え、設定するようにしています。

今後も、サービス提供時間を考慮しながら、子ども
たちのペースに合わせて、様々な活動経験ができ
るように支援内容を充実させて行きたいと思いま
す。

7
活動プログラムが固定化しないような工夫
の実施

月単位で、手作りおやつや課題活動の内容を変えるな
どして、また週単位ではリトミックやサーキット運動など
プログラムに少しずつ変化をつけて、子どもたちが楽し
みながら活動できるように工夫しています。

今後も、子どもたちが飽きずに楽しく活動に取り組
めるようなプログラムを意識して企画していきます。

8
支援開始前における職員間でその日の支
援内容や役割分担についての確認の徹底

毎日支援前には職員でミーティングを行い、その日の
利用児童、プログラムの内容、役割分担、注意点等を
確認しています。

今度も継続して行っていきます

9
支援終了後における職員間でその日行わ
れた支援の振り返りと気付いた点などの情
報の共有化

支援終了後もミーティングを行い、利用児童一人一人に
ついて振り返りをして、職員間の情報共有をしていま
す。また、毎月の職員全体会議で事例検討を行い、支
援内容についての話し合いも行っています。

今後も継続して行っていきます。

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

ミーティングで出た活動や課題の取り組みの状況を記
録し、それを基にして支援計画に対する評価をしていま
す。また、支援の見直しや改善についてもその都度話し
合うようにしています。

今後も継続して行っていきます。

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発達
支援計画又は放課後等デイサービス計画
の見直し

定期的に保護者の方とモニタリングを実施し、支援計画
案作成後は職員会議での意見やモニタリングの記録を
参考に見直しをするようにしています。

今後も継続して行っていきます。

はい　９０％　どちらともいえない１０％
スマイル便りなどで様子が伝わってくる。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者
による障害児相談支援事業所のサービス担
当者会議への参画

担当者会議には児童発達支援管理責任者が出席し、
会議の内容については職員全体会議などで報告してい
ます。

今後も継続して行って行きます。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体
制の整備

4

児童発達支援事業所からの円滑な移行支
援のため、保育所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

必要に応じて保育所や認定こども園、幼稚園へ訪問を
行ったり、また担任の先生や加配の先生に来所して頂
いたりして、お互いに情報共有を行い、関係機関との連
携に努めています。

引き続き、保護者の方や先生方からのご依頼
がある場合がある場合には、児童発達支援責
任者や支援担当者が園等を訪問して、互いに
情報共有しながら支援方法を統一していきま
す。

5

放課後等デイサービスからの円滑な移行支
援のため、学校を卒業後、障害福祉サービ
ス事業所等に対するそれまでの支援内容等
についての十分な情報提供

保護者の方からのご依頼があれば、党事業所での様
子や支援方法、配慮などの必要事項について書面でお
渡しするようにしています。

引き続き、保護者の方や卒業後の進路先から
ご依頼があれば、可能な限りの情報提供に努
めていきます。

6
児童発達支援センターや発達障害者支援セ
ンター等の専門機関と連携や、専門機関で
の研修の受講の促進

専門機関での研修については、毎年職員が順に受講
するように促進しています。 今後も継続し行っていきます。

7

児童等発達支援の場合の保育所や認定こ
ども園、幼稚園等との交流や、放課後等デ
イサービスの場合の放課後児童クラブや児
童館との交流など、障害のない子どもと活
動する機会の提供

現在保育所等との交流はありません。以前までは、子
育てプラザなど地域の子どもたちが集まる場に出かけ
ていましたが、コロナウィルスの感染防止の観点から自
粛しています。また、実行する予定です。

はい２０％　どちらともいえない１３％　わからない
４２％　いいえ２５％　　　　　　　　コロナもあり仕方
ないと思う。コロナの中で実施しても不安になる
ので今回の判断は仕方ないと思う

今後は、コロナウィルス感染状況を鑑みて、外
出活動や地域の施設に出向く機会ができるよ
う企画検討していきます。

8
事業所の行事への地域住民の招待など地
域に開かれた事業の運営

地域の公園に行ったり、散歩をしたりした時は、地域の
方に挨拶を行うように努めています。季節のイベントで
は、事前にご協力をご依頼して参加していただいていま
す。

いいえ９０％　　わからない１０％
今後も機会があれば、継続して地域の方との
交流をしていきたいと思います。

1
支援の内容、利用者負担等についての丁寧
な説明

支援内容、利用者負担等については、見学時や契約時
に説明しています。また、保護者の方から質問があった
場合には、その都度説明しています。

はい　７５％　　わからない２５％
今後もご理解いただけるように、しっかりと説
明していきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画を示しながらの支援内容の丁寧な
説明

懇談や送迎時に、支援計画を示しながら説明をい行っ
ています。

はい９５％　わからない５％ 今後も継続して行っていきます。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対するペアレント･トレーニング等の
支援の実施

未就学児の保護者の方を対象にペアレントトレーニング
を開催しています。今年度も継続して行っています。

はい７０％　どちらともいえない２５％
わからない８％
参加できない曜日で参加したいけど参加できな
い。もっと枠を増やして欲しい

来年度以降も毎年実施予定です。

4
子どもの発達の状況や課題について、日頃
から保護者との共通理解の徹底

送迎時や連絡ノートで、その日の様子や活動への取り
組みなどについてお伝えします。ご家庭での様子につ
いても、連絡ノートや送迎時の聞き取り等を行い、共通
理解を心がけています。

はい７５％　わからない２５％ 今後も継続して行っていきます。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相
談への適切な対応と必要な助言の実施

ご相談頂きましたら、早期の段階で送迎時や必要に応
じて電話で対応し、解決に向けたサポートができるよう
努めています。必要に応じて相談専門員への相談や他
機関の紹介を行っています。

１００％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いつも
丁寧なアドバイスや助言ありがとうございます 今後も継続して行っていきます。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の開
催による保護者同士の連携支援

年に２回茶話会を実施していましたが、今年度はコロナ
ウィルスの感染予防の為自粛しています。

はい２５％　どちらともいえない４２％　いいえ３％
わからない３０％　　　　　　　　　　　コロナ禍なの
で仕方ないと思う

茶話会では、コロナウィルス感染状況を鑑みて
企画検討をしていきます。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体
制整備や、子どもや保護者に周知及び苦情
があった場合の迅速かつ適切な対応

苦情窓口は契約時に説明しています。苦情があった場
合、事実確認と原因や改善点などについて職員間で話
し合い、迅速かつ丁寧に対応するように心がけていま
す。

わからない９５％　はい５％　　　　　　　　　苦情を
したことがないのでわからない 今後も継続して行っていきます。

8
障害のある子どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮

子どもとの意思疎通については、必要に応じて視覚支
援等で対応しています。スマイルでの様子は連絡帳に
記載したり送迎時に口頭でい伝えしたり、必要に応じて
電話連絡も行っています。

はい９５％　わからない５％ 今後も継続して行っていきます。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報についての子ども
や保護者への発信

毎月園便りを発行し、活動内容や行事予定、連絡事項
と共に、活動の様子が分かるように写真を掲載していま
す。

はい１００％　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホーム
ページの更新をもう少しして欲しい。 今後も継続して行っていきます。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応

契約時に保護者の方に個人情報同意書を記入して頂
いています。個人情報等の取扱いについては、他者の
目に触れることがないよう十分に注意をするよう徹底し
ています。

はい９０％　どちらともいえない５％　　　　　いいえ
２％　わからない３％　　　　　　　　　丁寧に対応し
て下さっています

個人情報の取り扱いは、今後も十分気をつけ
て管理してまいります

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルの策定と、職員や保護
者への周知徹底

各マニュアルを作成し、マニュアルは職員はいつでも見
れるように事務所内に掲示しています。保護者の方に
は、緊急時の避難場所や対応のお知らせをし、個別支
援計画にも記載しています。

はい８３％　どちらともいえない８％　　　　　いいえ
４％　わからない５％

今後新規の方には、契約時に説明をするよう
にし、利用されている方には、書面にまとめて
定期的に配布していきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避難、
救出その他必要な訓練の実施

毎月１回、火災・地震・不審者侵入・洪水のいずれかを
想定した避難訓練を実施しています。また、子どもたち
と共に、実際の避難場所へのルート確認等も行ってい
ます。

はい８４％　どちらともいえない４％　　　　　いいえ
４％　わからない８％

今後も継続して行きます。今後も月に１回の実
施日を園便りでお知らせをし、訓練の様子等を
保護者の方にもお伝えするようにしていきます

3
虐待を防止するための職員研修機の確保
等の適切な対応

職員に対しては、定期的に研修のお知らせを行ってい
ます。研修内容については、職員全体会議において報
告することで、周知できるようにします。

研修のほか、時事ニュース等の情報内容も職
員全体の会議で情報を共有し、虐待防止への
意識を高めて行きます。また、虐待が疑われる
時には、関係機関と連携し、適切な対応に努
めます。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組
織的な決定と、子どもや保護者に事前に十
分に説明し、了解を得た上での児童発達支
援計画又は放課後等デイサービス計画へ
の記載

これまでに身体拘束をするような事例がありませんでし
たが、命に関わる場合には、保護者の方同意のうえで
対応させて頂きます。

現状を維持します。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医師
の指示書に基づく適切な対応

契約時に、食物アレルギーのあるお子様については症
状や対応について、詳細を確認し職員間で情報共有し
ています。また、おやつの用意時等、誤って飲食する事
のないよう、お子様の名前とアレルギー物資を掲示して
います。

今後も継続して行っていきます。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内で
の共有の徹底

ヒヤリハットや事故は、その都度、報告書を作成し、発
生状況や経緯、原因、再発防止への取り組みを職員間
で共有しています。

今後も継続して行って逝きます。

非
常
時
等
の
対
応


